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議 題

（次 第）

１ 開会

２ あいさつ

３ 議題

第１号議案 国保広域化に向けた保険税改定等今後の方針につ

いて

４ その他

５ 閉会

配布資料
・第１号議案資料１・２・３

・平成 28年度埼玉県市町村別国保被保険者 1人当たり医療費マップ

その他特記事項

主 管 課 保健部保険課



会 議 の 経 過

発言者 発言内容・決定事項等

司会 １．開会

会長
２．あいさつ

【会長あいさつ】

司会 【本協議会成立の報告】

保険課長

３．議題

【第１号議案 国保広域化に向けた保険税改定等今後の方針につい

て資料１・２・３に基づき説明】

会長
第１号議案につきまして、事務局から今後の動向等の説明がありまし

た。委員の皆様からご質疑、ご意見等ありましたらお願いいたします。

委員
シミュレーションでかなり納付金額が低くなったということで良い

ことだと思いますが、これは基準額とか方式が変わったのでしょうか。

保険課長

前回の第２回試算では、平成 27年度の C型肝炎新薬による医療費の
影響をそのまま算定に含み、平成 30年度の保険給付費の見込みとして
いました。今回の第３回試算では C型肝炎の影響額をできるだけ排除す
るため、平成 26年から平成 28年までの３年間の医療費実績から平成
30年度の見込み額を算出し納付金の算定をしています。その他、今回の
試算では国の暫定措置分と県の繰入金を使い、納付金を抑制する形にな

っています。そのため、資料１の右側部分、増減額 B－Aの欄が前回と
今回の試算の差額を示していますが、県内のほぼ全ての市町村で減額と

なっていることが分かると思います。

本庄市では平成 27年度に C型肝炎新薬の影響で保険給付費が約３億
円増額したという状況があります。平成 28年度はその影響が緩和され
保険給付費が一気に下がっています。そのような経緯で、今回の試算で

は大幅に納付金額が下がったと考えられます。

会長

事務局から大変詳しく説明をいただきました。他に質疑が無いようで

すので、第１号議案については終了させていただきます。

納付金の試算については今回の第３回まで、次は仮算定ということで

すので、これからの予定等について事務局から説明願います。

保険課長

今後の予定ですが、一般分と退職分を含めた仮算定の総額が示される

のが 11月末頃となります。その後、国の係数等が確定して正式な本算
定額が示されるのが、来年の１月末の予定です。事務局としては、仮算

定から本算定の数字が大きく動くことはないと想定していますが、係数

等が変わることもあり、答申については本算定の数字を見て皆様にご判

断をいただきたいと考えているところです。



会長

２月に諮問を受けた際には、今月くらいには答申を出せるかと予定し

ていたのですが、事務局の説明のとおり、まだこれから仮算定・本算定

となるとのことで、なかなか答申までは難しいということです。

これからの予定としては、もうしばらく委員の皆様にご尽力をいただ

く状況となっていますので、ご理解をいただきたいと思います。

今後の状況によって、協議会を開催させていただくことになりますの

でよろしくお願いいたします。

保険課長

今回の試算結果と 11月末の仮算定の額に大幅な変更があった場合に
は、12月中に協議会を開催し、皆様に協議をしていただきたいと考えて
います。変更がそれほどなかった場合には、1月の本算定を受けて協議
をしていただく予定でいますのでよろしくお願いいたします。

【第１号議案終了】

会長
それでは、配布資料の医療費マップについて事務局から説明願いま

す。

保険課長

【埼玉県国民健康保険団体連合会作成の平成 28年度埼玉県市町村別国
保被保険者 1人当たり医療費マップから本庄市の医療費の推移について
説明】

会長

本庄市は医療費が高いと言われてきましたが、今の説明で、やっと県

内の平均並みに下がってきたということです。皆様からご意見等はあり

ますか。

委員
群馬県や東京都に接していない県の中央部の市町が医療費が高い傾

向にありますが、何か原因があるのですか。

保険課長

埼玉県の中央部分が医療費が高い原因については把握していません。

健康志向が強いところは医療費が低い傾向にあるのではという推測は

できると思います。それと年齢層が若いところは比較的医療費が少なめ

になると分析しています。

本庄市でも健康に対する意識・知識を高めることで、自主的に健康づ

くりや重症化予防ができるように努めていきたいと考えています。

会長

私も健康づくりを長くしていますが、市内でもかなりの人がウォーキ

ング等をしているのを見かけます。本庄市でも健康志向がだいぶ高まっ

てきて効果が出てきていると感じますがどうでしょうか。

保険課長

本庄市の医療費の傾向ですが、入院外（通院）については、実は３年

前から県内平均よりも低い状況にあります。昨年度は県内 40市中 26位
（高額順）で平均よりもかなり安い医療費となっています。しかし入院

の方はずっと高い数字となっていて、平均すると 16位という結果とな
っています。本庄市としては、入院が必要になる前に治療してもらうこ

とのできるよう、健康意識を高め、特定健診等を積極的に活用して重症

化する前に治療に結びつくよう力を入れていきたいと考えています。



保険課長

県の平均よりも医療費が低く、「健康なまち本庄」と呼ばれるような

取組みをしていきたいと思っていますので、よろしくお願いいたしま

す。

委員
７月に健診センターができましたが、その後の健診率等の影響はどう

でしょうか。

保険課長

特定健診は、本庄地域については今年から新保健センターで受診して

いただく方法に変わりました。特定健診は現在健診を行っている最中の

ため受診率等の具体的な数字はまだわからない状況です。

保健部長

新保健センターでは、特定健診に合わせてがん検診も受診できる設備

が整っていますので、申込者の方に大変喜ばれているということを聞い

ています。ただ、全ての方にがん検診を一緒に受けていただけるまでに

は至っていないため、本庄市児玉郡医師会さんと協議をしながら調整さ

せていただいているところです。申込状況はとても良く、申込初日は電

話がつながりにくい状況もあり、来年度に向けて改善を図っていきたい

と考えています。

委員

特定健診ですが、以前は保健センターで直接申込みできましたが、今

は電話のみのため、非常に電話がつながりにくいという状況を聞いてい

ます。自治会ごとに日程を決める等、何か対策を考えていただきたい。

朝から昼頃まで電話がつながらない現状がありますので、ぜひお願いし

ます。

保健部長

コールセンターでの受付を始めたのが２年前になります。その際に

様々な要望をいただき、昨年から受付の電話回線の本数を増やした経緯

があります。新保健センターに移転するにあたり、見直しを行ったので

すが、逆に電話受付の混雑を招いてしまったようです。今年度もそのよ

うな要望・苦情等をいただいていますので、来年度は受付の方法につい

て工夫をしていきたいと考えています。

先ほどの自治会単位で日程を決めるという案ですが、その場合、逆に

その日程に合わない人は健診を受けられなくなってしまう懸念があり

ます。また、コールセンターの回線数を増やせばいいかというと、受付

初日からしばらくは混雑するけれども３日目からは途端に申込みの電

話が減るという状況がありますので、コールセンターの受付方法にも工

夫が必要だと考えています。受付期間についても健診月によっていくつ

か分けるなどの方法も含めて、スムーズな受付について検討していきた

いと考えています。

会長 収納課長から、報告がありましたらお願いします。

収納課長 国民健康保険税の８月末現在の収納率を報告させていただきます。現




